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本研究はラット CPB モデルを用いて、他家 FM-MSC 移植による全身炎症なら
びに肺障害の抑制効果を検討することを目的とした。 
 
まず、ラット CPB モデルを確立させた。プライミング量が 11.2ml の人工心肺
回路を独自に作成した。右頚静脈から右心房へ挿入した多孔性カニューレより脱
血し、人工肺にて酸素化した血液を左大腿動脈より送血した。Lewis ラットを
Sham群（カニュレーションのみ）、Control 群（CPBのみ）、MSC群（CPB + 
FM-MSC移植）の 3 群に分け、CPBは 50ml/kg/minの flowで 30分間維持した。
MSC群は、LewisラットとMHCハプロタイプの異なるACIラット由来FM-MSC
を CPB開始直前に 1×10^6個、経静脈的に移植した。 
 
その結果、CPB 終了後 1 時間の時点で Control 群では炎症性サイトカイン値
（TNF-α, IL-6, IL-1β）の増加を認めたが、FM-MSCの投与により、TNF-α, IL-6






























ラットを用いて、ラット CPB モデルを確立した。MHC ハプロタイプの異なる
ACIラットの FM-MSCを CPB開始直前に 1×10^6個、経静脈的に投与したとこ
ろ、CPB後の血清中炎症性サイトカイン濃度および肺における炎症性サイトカイ
ン遺伝子発現は非投与群と比較して有意に低値であった。摘出肺の病理組織学的
検討では、FM-MSC 投与による肺障害抑制が示された。また FM-MSC 投与群に







したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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